
 

 

 

 
 

大規模災害発生時の部隊派遣等について 
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「警察災害派遣隊」の新設

即応部隊（最大約１万人）と一般部隊から成る警察災害派遣隊を新たに編成し、広域的な部隊運用を拡充

警察災害派遣隊

即応部隊 一般部隊

広域緊急援助隊

２,６００ １,５００ １,５００

６００ →

特別交通部隊 特別自動車警ら部隊特別警備部隊

約１万人

発生直後に派遣、自活を原則 発生から一定期間経過後に派遣

管区機動隊のうち広域緊急援助隊員以外の者から編成。被災県警察
のニーズに応じて、救出救助、行方不明者の捜索、警戒警ら等の幅
広い業務に従事

警備部隊 交通部隊 刑事部隊

被災者の救出救助 緊急交通路の確保 検視・身元確認等

広域警察航空隊 緊急災害警備隊

５００ ３,０００

特別生活安全部隊 支援対策部隊

捜索、警戒警ら 交通整理・規制 パトロール

相談対応

増

新

身元確認支援部隊

身元確認の資料収集

情報通信支援部隊

通信施設の復旧

補給・受援対策

特別機動捜査部隊

初動捜査

機動警察通信隊

１,２００



自活３日間自活３日間

警察災害派遣隊の運用

広
域
緊
急
援
助
隊

警備部隊

発災

交通部隊

刑事部隊

広域警察航空隊

機動警察通信隊

緊急災害警備隊

概ね１週間 概ね２週間 一定の時期

自活３日間

自活１週間

自活１週間

概ね１週間単位で活動

概ね１週間単位で活動

概ね１週間単位で活動

数日間単位で部隊交替

特別交通部隊

特別自動車警ら部隊

特別生活安全部隊

特別機動捜査部隊

身元確認支援部隊

特別警備部隊

情報通信支援部隊

概ね10日間～２週間単位で活動

概ね１～２週間単位で活動

概ね10日間単位で活動

概ね10日間単位で活動

概ね１週間単位で活動

必要に応じ活動

必要に応じ活動

支援対策部隊 支援の準備 部隊への支援を一部開始 部隊への支援を全面開始

即
応
部
隊

一
般
部
隊

警察庁支援対策室と「支援対策部隊」の編成・任務

概ね１週間単位で活動

警察庁支援対策室

支援対策部隊

 編成： 室長（総括審議官）以下警察庁職員

 任務： 特別派遣部隊の宿泊所手配等の受援業務、装
備資機材・燃料その他の物資の調達等に関する調整

 編成： 警察庁職員、大規模都道府県警察からの特別
派遣職員、被災県警察職員

 任務： 特別派遣部隊の宿泊所手配等の受援業務、装
備資機材・燃料その他の物資の調達等の支援業務

自活３日間自活３日間自活３日間
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